












































年次 農(10家00数戸) 専農家業半 経営z耕地面積
4110ベベベベ 5h正j或 指数 (1000 ha) 指数
?ら % 
新 1950 213.3 100 53.4 219. 1 100 103 24. 1 33. 1 32.6 8.9 1.3 
。
60 213.3 100 34.8 221.5 101 104 24-.0 32.3 32.5 9.4 1.5 。
j渇 65 204-.2 96 12.5 217.4- 99 123 23.8 31. 7 32.3 9.7 1.8 
。
70 194-.5 92 7.7 209.7 96 122 24-.8 30.6 31. 2 1l.0 2.3 。
ハI@.、 75 178.9 84 5.2 179.0 82 109 27.7 29.5 28.3 10.9 3.4- 0.2 
80 167.5 79 5.7 189.4 86 113 27.7 28.3 28.0 1l.2 4-.3 0.4 
1950 6，176 100 50.0 6，176 100 4-1.5 33.0 22.7 3.0 0.4 。
全 60 6，057 98 34-.3 6，071 98 100 39.1 32.7 24-. 1 3.5 0.6 
。
65 5，665 92 15.6 6，004- 97 106 38.6 31. 0 24-.6 4-.7 1. 1 0.1 
国 70 5，342 85 15.6 5，796 94 109 38.4 31. 0 24.6 4-.7 1.1 O. 1 
75 4-，905 78 12.4 5，572 90 116 4-1. 2 29.8 22.3 4.9 1.4 0.2 
80 4-，661 75 13.3 5，4-61 88 117 4-2.2 28'8 21. 6 5.3 1.8 0.3 
jコ ?も ha a ?ら
現ミ 1950 562 100 76.3 1，083 100 193 9.1 9.6 29.4- 38.8 12.5 
。
60 565 101 50.7 1， 114 103 197 8.8 9.0 26.9 39.8 14.3 。
方 65 555 99 1l.2 1， 164- 107 208 8. 1 9.4- 22.0 39.3 20.0 
。
70 502 89 6.0 1， 137 105 226 5.2 8.4 20.4 38.2 27. 1 。
村 75 4-66 83 3.4 1，084- 100 233 7.1 6.7 18.2 36.5 30‘5 0.2 









年までは微減以後微増傾向， 0.5，.1 haおよび 1，.2ha層は微減傾向， 2，.3 ha層は微増傾向， 3，. 
5 ha層は着実に増加し， 5 ha層はコンマ以下の値ながら1975年から現われ始めて1980年には 0.4%








ったものが 10年後の1980年には12.1倍増して， 605戸と急増した. 味方村の特色は 0.5---1と 1---2
ha 階層のみならず 2---3ha層も減少傾向を示し， 3ha以上層になって初めて増加傾向を示してい
ることである.また 0.5ha未満)曹は全国と同じく 1970年までは微減，以後微増傾向を示している.
平均経営耕地面積が 2.37ha と大きいことから， 2--3 ha震が 36%と最大頻度階層となっており，
3，_5 ha )習も29.7%とほぼ3割を占めている.
最近20年間の高度経済成長期の農業構造の変化は新潟県，全国，味方村ともに大枠においては同じ






県の1982年3月31日現在の現況農地 218，757haのうち，利用権設定面穣は 5，652ha， 所有権移転
面積(1981年度以降の累計)は 116ha，合わせて
5，768 ha となる. この移動量を現状農地で割ると
2.6%で，これが新潟県の表に出た農地流動率であ
る.
最も農地流動率の高いのは弥彦村10.39"0 (125 ha) 
・刈羽村 8.2%(65 ha)・亀田町 7.8%(73 ha)・


















[:ー -:1 1-2 








農政企画課調査の利用権設定面積は， 1981年の 2，011haをピークに， 82年 1，648ha， 83年 1，368ha 
と漸減している.利用権設定率3.6%は全国平均2.8% (推定〉を上回ってはいるものの，北陸平均
3.8:10 よりは低い.
利用権設定期間は，事業が発足した1979年には3"""5年が全体の 62%，6""" 9年 29%，10年以上
6%と， 3，.， 5年の短期間のものが過半を占めていた. 1984年には3，. 5年が24%，6，. 9年51%，
10年以上24%と，利用権設定期間の長期化がうかがえる.






















ヤミ小作地率の最も高いのが大潟町 20.5% (118 ha)・岩室村 19.3% (301 ha)・青海町 15.4%


























業が主体であることから当然であろう・ヤミ小作地の契約期間をみると， 50・89もが 1，. 3年， 20・6%








































潟市10戸，巻町5戸，味方村5戸などである(図 3). 1970年の農地法一部改正， 1975年の農振法一部














1980年新潟県の所有耕地面積 5ha以上農家は262戸しかなく，経営耕地面積 5ha 以上農家605戸と
の差は，農地の貸借関係なしには理解できない.相当規模の農地が流動していて，それが今日の大規
模経営農家を出現させている.
1980年新潟県総農家 167，452戸の25.470 (42， 588戸)が耕地を借入している.経営耕地に占める借
入耕地の割合が1070未満の農家の割合は27.89丸山~2070は24.270で，過半数の借入地農家は経営耕






はわずか3戸 (0.770)に過ぎず， 5 ha以上所有農家が5戸あり，大土地所有者が，耕地の貸し手に
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なっている. 444農家のうち借入耕地があるのは 30.0%で県よりは5510多く， 貸付農地のあるのは
9.7%と県よりも 4.3%少なし 農地需用地域であることがわかる.県下で3番目に大きな 1戸当り
経営耕地をもっ味方だけに，経営耕地の50%以上も借地である農家の割合は 6.8%に過ぎない・逆に
借入地率10%未満が38.3510，10.-.-20%が31.6%と20%未満が69.9%と7割を占めている・貸付農地の































熊ノ森・佐渡山・ 71i・米系!な津・月潟などに土地を購入し， 15 haをもっ地主にまで成長していた.農
地解放によって水日33.8 ha，砂丘地(原野を含む) 1. 5 haとなった.砂丘地での作自として西瓜と
後作に大根を導入した. ビニール資材の使用によって早期出荷の技術を開発し， 1960年にはスプリン












された. 1964年には隣接する黒崎村に水田 1団地 1ha (55万円/10a) 550万円， 1965年に 15km離

















べて買いあさって， 三角・四角関係の換地を繰り返えして農地を統合していき， 新潟市小針の 1ha 




















械を導入した.用排水路はコンクリート製にした. 1973年には作付けは 17ha， 1975年には 20ha， 
1982年には 24haの，大国場農場ができ上った.
30 ha水田経営を目標としているため農舎，農業機械は 30haに合わせて準備された(表2). 105 
PSファーガーソントラクター， 4.5m刈りファーガーソン製普通型コンパインなどが購入され， 2 
ha大愚場で利用された.土地改良のための諸々の農機具が多いのも特徴である. これだけ』の機械装
備をもっているため，農作業はほとんど経営主と長男の 2人ででき，それに「一生面倒を見てくれと




摘 要 | 建物施設機械種目 ? ???? ?『 ?? ?
ライスセンター建物 鉄骨355m2 8 x lll~日 サブソイラー! 1 条
育 Wiセンター 鉄骨 3x 81間 79.7m2 プレード 2.5m
ノミイプハウス 2.5 x 15間 5棟 ポートボックス 24x 7 
作 業 場 69.3m2 ハックローター ~lf}すくし、
農 dzコb ドライブハロー
司王 局Z ブロードキャモター
A排水i't#48-49~三 コンクリート資材約 6ha分 パイプ夕、、スター PTO 100P 
" 49-50年 向上資材約 6ha分 動 i賞
1事 育苗 r百 普通型コンパイン ファーガソン 4.5m 
{握 芳三 若号 鉄骨ビニーノレ張りとーター付 白脱型コンバイン ヰセキ 4条刈 49年
l: 芽 23 鉄骨枠480箱用 3台4.5KW
援 房 機 緑化混j武暖房lOOJf/台2台 ブノレドウザ一 三菱 BD. 2 
J番 種 j幾 播;種覆土，濯水装置付き 1台 井 戸
土 1Iifi 機 モーター付 lムiコ 草 メIj J幾 ビー ノミー
キ サ モーター付 l台 乾 燥 機 サタケ 30石x5 
ベルトコンベア 4m5台 1沼 摺 i幾 H寺i間当り 40俵
コ ンテナー 百輸送 5台 JClヨe lif: 機
H3 1喧 機 クボタ 4条2台 47年 i王三EL 機=
" 4条 l台 49年 、 シ ン
ト フ ク !J 76P S 47:fJ三 ライスグレーダー 東急シンプレックス35t 6基
" 46P S 39年 ドライブストア ベルコン等
I! 105P S 51年 7自て 費
フ フ ウ 14x 4 F ウ イ 、ノ チ
































の貸り入れと半々位であった. 初の農地取得によって得た体験は， I将棋では相手のコマを取ると 3
今度は自分のコマとして戦力になる.田を増して利益が出ると，次にこれが新たな田を買い増す戦力
になる.田んぼが自分で働いてくれる.jであった.買増しを続けた結果 10haの自作地は東・中・
北蒲原の 5市町村・の 8団地にまたがり， 1984年中には経営耕地は 18.5haとなった. rーカ所で規模
拡大するのは現実には無理.耕地分散は作業効率が落ちるがやむを得ない.その代り無駄の少ない作
業体系をつくる.j と割り切っている.最も遠い農地は津川町にあり 52~53km離れている.
農作業は井浦夫妻と長男 (1983年で21才〉の 3人. 8団地の労働ピークが重ならないように遠い団






に努めた根拠は， I借地は労働力の提供だけで， 自己資本の蓄積ができないJからである. 20 ha経
営を理想と考えているが今後は， I家庭内の資金サイクノレの面から， 購入はベースダウンして借地を
















が元来 30haを呂標としているためで， 105 PS (1976)・76PS (1972)・46PS (1964) の3台のト
ラクターと乾燥調製施設は 40ha以上の能力をもっている.21 haもの大経営になると秋季の天候不
第3表事例農家のlOa当たり米生産費 (1983)
S 県 (3hG~) |指数|平野農場|井浦農場※千円 I Jlol ~ I I;t:-J JP:_'o/J I 
種 苗 105 
JB 料 115 
物
農業薬剤費| 83 




な 賃借料費[ 81 
ど 建物土地設備費 | 80 
農機具費| 24.2 
105 
労 {動 費 33.8 I 100 I 38 I 81 
費 j有 95.0 I 100 ， 107 I 96 
10 a当たり収量(kg) 512 I 100 I 116 I 91 
1/ 労働時間(hr) 37.9 100 37 (79~ ) 
労賃単位 (円・ hr) 892.6 100 102 102 
作付規模 (ha) 3.8 I 100 I 553 I 376 
60 kg当たり費用 11.2 I 100 I 92 I 107 











(2) 1 ha 区画 枕地の省略，畦ぬき，表土移行，均平は農I~~t弱に家族労働で実現.




(時) 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 
.ー
箇a魯誠受一み傭I一 定6λ条v歩行升極-一4体、!a ‘ (作業者) 関;:2主 -中食 同:左 体: 同， '左1、・
経営主 :受.:.: : ・ : : 田 ・ ・'ー . . ‘ : : : : 
. 
~-- : . 
ォ~ベ条ν歩-行J渡- Jj休、 同;友 ;中食: 間， ，左 小体 向・友あとつぎ . . : 
: 
描 ‘・ : : .‘‘ 』・
-時 一ー+ ー . 
苗ド淫』陸配~ 体: 同:左 同"左 小休・ 同・左
: : 作 -中食経営主の妻 フック・ : : . 
"オペνトタ. : : : . .・
業 菌初←4寸1---13益き.還鐙配犀 1小休-i . 
. ー
年 ;雇 同:五 :中食; 間"左 ィ体、 . ・ 同.，友 : . の鴻助: ~: 




才ベk覚w タート 同:友 !主主簸入: . 経営主 自コ γパH気〉Y : : ;蛇鎌 j 
収
タジク : 
: ・ 1‘ h . . 
a ，-ーーー l 民;;左 ' !間入;綾城: :t"1V ター:一 中食
穫 あとつぎ 整備・ 自授tコシパ気汗 y 、‘ : :乾燥 : タシク 〉 : . : : : . 山由自ー . : 
生トfラE逮.作 ;中食: 同;友経営主の妻 : ツク z;台
;t ν ターー : : : :・. : : . 
業 ーー ー
， 
年 雇 : ;経営主28: コ忠γ~ イ Y 給作抽 :中食: 同:左:の裕: 刈、除草ど : '、h 
(労働能力低) : 、: 
‘ 
4‘ ・ : : 2 • : 







(5) 8条田植機の採用 6条型田槌j愛vまUターンのとき枕地に余りができるので， 8条裂を採用・

























拠点j として全国3，100市町村ー に 1市町村当り9，000万円の事業費で10カ年事業を実施するはずであっ














































1， 739 19 
















町，巻町，弥彦村，潟東村(し、ずれも 40%台)をおさえて県下トップである. ちなみに 1970年の 3
ha以上層の経営する農地は全農地の33%，1960年には22%であった.農家数は1960年の1，303戸から
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2. 
新潟平野における農地流動と大規模農家の事例
Farmland Mobility and the Appearance of Large Size Farms 
in Niigata Plain， J apan 
Hiroshi SASAKI 
143 
More than twenty years have passed since the fundamental law of Agriculturで hassubmitted in 
1961. The number of farms in ]apan has decreased fi-om 6.06 million in 1960 to 4.62 million in 1980， 
and aロaveragefarm size has i町 reasedfrom 1.00 ha to 1.17 ha (Table 1). The rate of full time farmer 
has decreased i-om 34.3% in 1960 to 13.4% in 1980， whi1e the rate of second part time farmer (more 
side jobs than agriculture) has increased from 32.0% in 1960 to 65.1 % in 1980. 
This paper aims to fo11ow the structural changes of agriculture in Niigata-ken (prefecture) and to 
make clear the reasons why some farms could gather the farm1and， and make the large size farms. The 
changes of the agricultural structure in last 30 years in Niigata-ken resembles that of whole ] apan: a 
litle increase offarmland per a farm (from 1.03 ha to 1.13 ha)， the dissolution ofmiddle size farms (0.6-
2 ha) into the minimum size farms with les than 0.5 ha and into the large占izefarms with more 1士山12
ha. 
Since Nδchikaikaku (Farmlancl Revolution) in 1946 the mobility of farmlancl3 is strict1y prohibited. 
The high同pitchedeconomic development in 1960's has brought e百ect:on the agriculture and social 
life as a whole: strong pu11 up of industrial workers out of agricultural 1abour forces， increase of l1egal 
tenant farmlancls without 0伍cialtenant agreement (secret tenancy) (Fig. 2)， mechanization and auto-
ma tion of farming， especia11y in the五eldof rice culture. To abolish earning di百erentialsbetween farmer3 
and inclustry ¥，01・kersthey must enlarge the farm size to get a larger income. Since 1970 the strict farm-
lancl conservation act of 1952 has been a1tered 3everal times to ease the mobility of farmlands (Figs. 
1 and 2) 
Under the revised farmland act there have appeared large size farms with more than 5 ha (Fig. 
3). The most successful example of a large consolidated farmlands farm (Fig. 4) with 25 ha rice fie1ds 
is located in Osawari in Niitsu-shi. This farmer could buy the land with his own money through a 
real estate agent in 1972. Because ofthe urbanization he must se1 his farm (5 ha) in Kobari in the western 
suburbs of Niigata and got a new farm in a farther western part of Niigata. He must sel this new estate 
again， because there had to come new Univer計tyEstate of Niigata. He could buy the 24 ha rice五e1ds
in Niitsu-shi， which must be the largest rice field farms in] apan. He manages this new 1arge farm with 
full mechanized machines and too1s (Table 2) with the highest labour force productivity (Tables 3 and 
4). 
